
N2820A/N2821A
高感度AC/DC電流プローブ 

Data Sheet

電流波形の全体と詳細とを同時に表示可能な
最大1:20,000のダイナミック・レンジを実現
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主な特長と仕様

• 最小50 μAの電流測定

• 最大5 Aの電流測定

• AC/DC測定

• 帯域幅 

○ 3 MHz：ズームアウト・チャ
ネル

○ 500 kHz：ズームイン・チャ
ネル

• 2種類の垂直軸ズーム・モー
ドにより、ピーク電流とアイ
ドル電流を高い確度で測定

• オシロスコープと組み合わせ
て時間に伴う消費電流（容量）
を測定できる新機能を実現

• オシロスコープ1 MΩ入力を
ドライブするAutoProbeイン
タフェース 

• ＞20,000:1または86 dBの広
いダイナミック・レンジ

• プローブ・アクセサリ（プロー
ブに付属または交換用に別途
購入可能）：
測定用ヘッド（20 mΩ/
100 mΩ/ユーザ定義）、MBB
レセプタクル、MBBヘッダ、
フックアップ・ワイヤ

図1.　Agilentの超高感度N2820A/N2821A電流プローブ（最小分解能50 μA）は、バッテリ駆動デ
バイスに多く見られる低い電流レベルを測定できます。

業界で最も高感度で
ダイナミック・レンジの広い
AC/DC電流プローブ

最新のバッテリ駆動デバイスや集積
回路は環境に優しくなり、エネルギー
効率が高くなっています。それに伴っ
て、デバイスの消費電流が許容範囲
内であるかどうか確認するために、
低レベルかつダイナミック・レンジ
の広い電流の測定が求められるよう
になってきました。

新しいN2820Aシリーズ 高感度電流
プローブは、広いダイナミック・レ
ンジで高感度の電流測定を行うニー
ズに対応しています。今日のアプリ
ケーション環境では形状を極めて小
さくする必要がありますが、これら
のプローブには、被試験デバイス
（DUT）との接続部が物理的に小さい
という利点もあります。既存のクラ
ンプオン電流プローブの感度（1 mA
前後）に対して、N2820Aシリーズ 
プローブは最大200倍の高感度を実
現しています。
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波形の全容と細部を同時に表示

N2820A電流プローブには、利得設
定値が異なる2つのアンプが並列に搭
載されています。低利得アンプでは
波形全体（「ズームアウト」ビュー）を
表示し、高利得アンプでは「ズーム
イン」ビューで移動体デバイスのア

イドル状態など極めて小さな電流の
変動を表示できます。

プローブ本体に取り付けられている
測定用ヘッドには高精度センサ抵抗
が組み込まれており、チップは交換
も可能です。プローブ本体には、差
動増幅器も搭載されています。「ユー

付属のメイクビフォアブレーク
（MBB）コネクタを使用すれば、DUT
上でリード線をはんだ付けしなくて
も、異なる位置を短時間で測定でき
ます。MBBヘッダは、ユーザのター
ゲット・ボードに取り付けられ、標
準の2.54 mm間隔の0.64 mm角型ピ
ンチに適合しています。ユーザは、
通常、この標準に従ってPCBのレイ
アウトを作成します。MBBは、ユー
ザ定義のプローブ・ヘッドも含め、
すべてのセンサ抵抗内蔵測定用ヘッ
ドと組み合わせて使用できます。
MBBは、被試験回路を切断せずに、
ターゲット・ボード上のさまざまな
位置で簡単に接続／取り外しが行え
る優れた方法です。 

図3.　MBBコネクタを使用したプロービング。

図2.　センサ抵抗内蔵測定用ヘッドのタイプ。

• 500 mW

• 250 μA～ 5 A

• ±1 ％の許容値

• 電圧降下／負担電圧が低い
回路向け

• 交換用チップ：N2822A

20 mΩ

• 500 mW

• 50 μA～ 2.2 A

• ±1 ％の許容値

• 高感度、広帯域幅、
低ノイズ

• 交換用チップ：N2824A

100 mΩ

• 用途に応じて独自のセンサ
抵抗を使用

• 1 mΩ～ 1 MΩに対応

• 抵抗パワー定格（P＝I2R）
は確認が必要

• 交換用チップ：N2825A

ユーザ定義

ザ定義」の抵抗チップは抵抗を内蔵
していないので、目的に合わせてユー
ザのセンサ抵抗を組み込んでプロー
ブを使用できます。この場合、ユー
ザは、センサ抵抗の値をオシロスコー
プに入力する必要があります。
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2チャネル対1チャネル 

Agilentの、N2820Aシリーズには、
N2820A（2チャネル）とN2821A
（1チャネル）があります。N2821Aは、
N2820Aプローブと同じように見え
ますが、図4のような第2チャネル用
ケーブルはありません。N2820Aプ
ローブは、オシロスコープの2つの
チャネルに接続でき、低利得ビュー
と高利得ビューを同時に表示してダ
イナミック・レンジの広い測定を実
現できます。N2821Aプローブは一
度に、ユーザが選択した1つのビュー
だけを表示します。 図4.　N2820A 2チャネル高感度電流プローブ。N2821Aには第2チャネル用ケー

ブルはありません。

時間に伴う消費電流の測定

捕捉した電流波形を使って、時間軸上
でシステム平均消費電流を計算できま
す。AgilentのInfiniiumオシロスコー
プでは波形の下の面積（容量）を計算で
きるので、時間軸上で積分消費電流を
容易に求められます。

図5.　InfiniiumオシロスコープとN2820A電流プローブを組み合わせれば、波形
の下の面積を計算して、正確な消費電流を求めることができます。

対応オシロスコープ

N2820A/N2821A電流プローブは、
次頁の特性表の「対応オシロスコー
プ」に掲載されているAgilentオシロ
スコープで使用できます。N2820A
シリーズ 電流プローブとAgilentの
Infiniium 9000 Hシリーズ 高分解
能オシロスコープを組み合わせれば、
超高分解能測定ソリューションを実
現でき、8ビットのオシロスコープで
は通常表示できない低い電流の細部
を表示／解析できます。

図6.　InfiniiVision 3000 X/4000 Xシリーズ オシロスコープでN2820Aを使用すると
低利得ビューと高利得ビュー（N2821Aの場合はどちらか一方のビュー）を同時に表
示でき、よりダイナミック・レンジの広い電流測定が行えます。
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プローブの特性
帯域幅（－3 dB） ズームアウト・チャネル：DC～ 3 MHz

ズームイン・チャネル：DC～ 500 kHz

立ち上がり時間（Tr＝0.35/帯域幅、
10 ％～ 90 ％）

ズームアウト・チャネル：< 0.116 µs
ズームイン・チャネル：< 0.7 μs

測定最小電流* 250 μA（N2822A 20 mΩ、500 mW）
50 μA（N2824A 100 mΩ、500 mW）
5 mA（N2825A ユーザ定義1 mΩ、500 mW）
50 μA（N2825A ユーザ定義1 kΩ、500 mW）

測定最大電流 5 A（N2822A 20 mΩ、500 mW）
2.2 A（N2824A 100 mΩ、500 mW）
5 A**（N2825A ユーザ定義1 mΩ、500 mW）
1.2 mA**（N2825A ユーザ定義1 kΩ、500 mW）

利得***** ズームイン・チャネル： 300 ± 3%
ズームアウト・チャネル： 1.97 ± 3%

出力電圧比 ズームイン・チャネル： 6 V/A（N2822A 20 mΩ）
 30 V/A（N2824A 100 mΩ）
ズームアウト・チャネル： 0.04 V/A（N2822A 20 mΩ）
 0.2 V/A（N2824A 100 mΩ）

DC振幅確度 ±3 ％または10 μA（どちらか大きい方）

最大入力電圧 ±12 V

負担電圧（センサ抵抗での電圧降下） 測定された電流×センサ抵抗

ダイナミック・レンジ 20,000:1、86 dB（N2820A）
1,000:1、60 dB（N2821A）

出力インピーダンス 1 MΩ 

ノイズ（ACrms） 150 μA（N2822A 20 mΩ、高分解能モード・オン）***
240 μA（N2822A 20 mΩ、高分解能モード・オフ）
30 μA（N2824A 100 mΩ、高分解能モード・オン）***
50 μA（N2824A 100 mΩ、高分解能モード・オフ） 

センサ抵抗の確度 ±1 ％（N2822A、N2824A）

センサ抵抗のパワー定格 500 mW（N2822A、N2824A）

センサ抵抗の温度係数 ＜20 ppm/℃ 

ケーブル長 センサ・リード：16 cm
プローブ・ケーブル：1.2 m

温度 動作時：0 ℃～＋40 ℃
保管時：－40 ℃～＋70 ℃

湿度 動作時：95 ％ RH（＋40 ℃）でテスト
保管時：90 ％ RH（＋65 ℃）でテスト

ESD 8 kV HBM

標準付属品 • 1×20 mΩ抵抗チップ
• 1×100 mΩ抵抗チップ
• 1×ユーザ定義の抵抗チップ
• 5×ツイスト・ケーブル（22 AWG）
ソケット付き

• 5×ツイスト・ケーブル（22 AWG）
ソケットなし 

• 5×MBBヘッダ
• 5×MBBレセプタクル
• 1×グランド・リード
• 1×スクリュー・ドライバ
• 1×パッシブ・ケーブル
（N2820A専用）

• 1×ユーザ・ガイド・マニュアル（英語）

対応オシロスコープ • InfiniiVision 3000 Xシリーズ（ソフトウェア・バージョン2.30以上）
• InfiniiVision 4000 Xシリーズ（ソフトウェア・バージョン3.10以上）
• Infiniium 9000A、9000 Hシリーズ（ソフトウェア・バージョン4.20以上）****

* 供給電圧は5 Vで、はんだ付けの場合。
** 最大電流は最大抵抗パワー定格によって異なります。表内の値は500 mWのパワー定格を仮定しています。
*** オシロスコープで、高分解能モードがオン、サンプリング・レートが＜2.5 Mサンプル/s、20 MHzローパス・フィルタがオンの場合。
**** Infiniium 90000A、90000 Xシリーズ、90000 Qシリーズでは、N2820A/N2821A電流プローブを使用できません。
***** 20分のウォームアップ後に保証される仕様です。表内のその他のすべての値は代表値です。
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センサ抵抗（Ω）

最小／最大電流レンジ  

ユーザ定義チップ＋センサ抵抗（500 mW）、はんだ付け、高分解能モード・オン
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センサ抵抗（Ω） 

最小／最大電流レンジ  
N2822A/N2824Aチップ、500 mW、はんだ付け、高分解能モード・オン 

  

最小電流50 μA  

製品構成

モデル番号 概要
N2820A 高感度2チャネル電流プローブ

N2821A 高感度1チャネル電流プローブ

交換部品番号
N2822A 20 mΩ抵抗チップ

N2824A 100 mΩ抵抗チップ

N2825A ユーザ定義抵抗チップ

N2826A 交換リード線
（15.5 cm、22 AWG裸線）（5本）

N2827A パッシブ・ケーブル
（N2820Aの第2チャネル用）

N2828A 交換用MBB（メイクビフォアブ
レーク）ヘッダ（5個）

N2829A 交換用MBB（メイクビフォアブ
レーク）レセプタクル（5個）と
リード線（ソケット付き、
15.5 cm、22 AWG）
（5本）



www.agilent.co.jp
www.agilent.co.jp/find/N2820A

www.lxistandard.org
LXIは、Webへのアクセスを可能にするイー
サネット・ベースのテスト・システム用イ
ンタフェースです。Agilentは、LXIコンソーシ
アムの設立メンバです。

契約販売店
www.agilent.co.jp/find/channelpartners

アジレント契約販売店からもご購入頂けます。
お気軽にお問い合わせください。

www.agilent.co.jp/quality

www.axiestandard.org

AXIe（AdvancedTCA® Extensions for Instrumentation 
and Test）は、AdvancedTCA®を汎用テストおよ
び半導体テスト向けに拡張したオープン規格
です。Agilentは、AXIeコンソーシアムの設立メ
ンバです。 

http://www.pxisa.org

PXI（PCI eXtensions for Instrumentation）モジュラ
測定システムは、PCベースの堅牢な高性能測
定／自動化システムを実現します。

Quality Management SystemQuality Management Sys
ISO 9001:2008
Agilent Electronic Measurement Group

DEKRA Certified

http://www.agilent.co.jp/find/myAgilent

お客様がお求めの情報はアジレントがお届けし
ます。myAgilentに登録すれば、ご使用製品の
管理に必要な様々な情報を即座に手に入れる
ことができます。

myAgilentmyAgilent

アジレント・テクノロジー株式会社
本社〒 192-8510 東京都八王子市高倉町 9-1

計測お客様窓口
受付時間 9:00-18:00（土・日・祭日を除く）

TEL ■■ 0120-421-345
 (042-656-7832)
FAX ■■ 0120-421-678
 (042-656-7840)
Email contact_japan@agilent.com

電子計測ホームページ
 www.agilent.co.jp
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アジレント・アドバンテージ・サービスは、
お客様の機器のライフタイム全体にわたっ
て、お客様の成功を支援します。また、サー
ビスの品質向上、サービス内容の充実、納期
の短縮に継続的に取り組みます。こうした取
り組みは、機器の維持管理費の削減にも繋が
ると信じております。このような修理・校正
サービスに支えられたアジレント製品を購入
後も安心してお使いください。機器および
サービスの管理の効率化に、Infoline Webサー
ビスもご活用いただけます。修理・校正サー
ビスを通じて、お客様のビジネスの成功に貢
献できるよう努め、エンジニアは専門知識を
積極的にお客様に提供します。


